
詰代大名内藤家文書 【当衛蔵)は膨大な数の落政史料からなるか 近代以降の 日嘉士家の活動に伴 う史料 も

含 まれている.本史料 は能舞合の装置を図解 したもので 能 を愛 した近代の内譲家の活動 をうかがわせる.
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―歴史的建造物にみる塗料の使い分け一

E市 民 レクチャー

泉坂下遺跡の人面付土器と再葬墓(上)

■学芸研究室から
後期旧石器時代初頭における

環状ブロック群と現代人の拡散(1)

■収蔵室から

裁許留
一江戸時代の裁判記録からみえてくる村の暮らし―

多久 遺 跡群
一多久三年山遺跡の槍先形尖頭器―

コ南山大学協定通信/図 書室から

■M2カ タログ
大人気 !大塚初重3分スケツチシリーズ第2弾

■博物館友の会か ら

友の会分科会「東アジアの中の古代日本研究会J
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内藤家文書研究の促進及び旧領廷岡市 との交流事業はじまる!!
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Hh治大学博物鮎が所蔵する「普代大名内藤末て1守は i止戸時代の洋や近代の|1滞i水 を知|ることが||1木る貴重なl_十1です.

1972年刊行のりli台大学内は家丈キ,「究会桶i討代i経の何F究―辞年代内峠llvの競kと競値 十六ホ|1店|を十頭に多くのTT究成果

が生みHiされてきましたが 11「文十年の独は5万点にものぼり まだまだ取りliばらオlていない史|十が沢|||あります:

2005年力ちは水梓FqIであった近代 l_1,の性PLに持千し、り1干i大学た学由i教授il合メ、世1氏 TllTHL資十1館iT究調査虫十米努氏、

林合ゼミの学!!il L生の協力によりⅢ【事雑j早を終える事ができました.江

′f時代の内昧落の史||の良質さは、言うまでもありませんが、近代史|+

もまた地域社会において口落主家がどのような役言」をはたしているかを

I_、たちに教えてくれる士丘なll_||である手が分かってきました

内藤家文キを如何に活用するか、 ‐層の利用,と進が期待されるI11、

2011年か,,内藤本文語の有'F究促)ととff究成果の地域還元を 1的とし

たブロジェクトがい出ナ占さ,とるJ'になりましたⅢその内容は大きく二つ`一つ

Hの 課趣は 内帳大文〒|の研先促進です 単なる統i台組織としての側

市iのみではなく、地ltl上会との関係、文化芸能への杉響、近ftへの連

続性などを純llにいれた内藤競の研究を日標に 5年 PH9にわたりl_料

JⅢ校 分析、成果キR仕iを行っていきます 二つ日は 内藤家文吾研究の

成果を地域IL会に還ブこする事です 力)つて内藤滞が存在し、内藤家の

大名,こ,1を所蔵するとbl県延1司市とは宅|十の相互提供や講演会の開

仲!など こオLまでも交iれを重ねてきました 内藤家文書研究の成果を地

域社会に送元すべく、2011年から3年 附1、i点 的に交流を)とめていく

11になりました

一つHの 課題について 今年 tJ tt H市内藤記念鮎の協力を得て、能

などの文」t関係!と|十1 1fjと僕礼の―l係を示す史料 それらの前捉となる

内藤藩の十1徴を示す兜料の所在調査を行いました―末紙と本丁〔との

形色図はその際拙台を行った「能楽詩歌等書類 能 作物図J(内 藤

家文市21310203)で す 内藤家にはとに戸時代以来の能両が伝わり

ますが 行しを好んだ内体市十TLttPllに政義は 明治以4さ らに能道共

類を地生し、すばらしい市ヒ山「のコレクションコレ成しました.この能面の

コレクションは現■延いJ lf内はだ念魚1に所成されています

!二つ日の課題については 711511に延 H市でアウトリーチil千1Ⅲ

(||ltt授業とi占rl会)を行いました

,1市t授業では い物ml↓)十よ↓1ガ/1岡市i有方|lr十1友を|ち用し

内は末文書の延岡門lr栓「判を救 1ヽに授業を行いました1ヴデr小】〔

イi lil その除に致|たしたし)が ケと州きド洵!のど」「|ケ11の田  ブ寸

は末文書靖補i追加|1針5ふぷ作|と本テ〔イiの「11向IH「||十‖;校1判

1内は本文市3 23 11 36 HI)てす「ル 11の図Jは大lltから延hlま

でのll Lr4を捕いたもので 11[】缶を中″出れ1にirll卜の厳 rが肘かllて

います 内ほ滞は参l ll交代なとてi:ッf([的かうなには、ll】作て大"て

に向かいました このためにこ↓)図を1品かせたのでしょうか 内株前

は 延■!」(1747)午(コキ成 十え力ば,/7r‖ti,虫竹1を杉され lftt υ),'「

佃|よi筒所に分散十る,'にな)ました
~1向

1可ril午‖!モ、1判_(よlⅢk'L

のぁったtlF同地域の絵1判て十

叫1市大学博物魚1と延刊 r軟市客!t会の共同 1:儀!て行われたⅢh

おi会ては、落合ツ、ll教投とい4勿けの十芸典がi競おiをしました 'ブ

共木r〔ド1 多くの延出市上ttr すヽちはll,tとなり 内は末文Filを市千

川1した前i"F内容は 「々|十をサtきました
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Ⅲふるさとの歴史を調べて明治大学に行こう !作文コンテス ト

明治大学博物館から研究成果を還元するために地域に出向くだけではなく、地域の子供達に

も明治大学で活動してもらおうという事で、プロジェクトの二つ日の課題、旧領との交流事業とし

て、地域の歴史を調べ紹介する「ふるさとの歴史を調べて明治大学に行こう1作文ヨンテスト」を

開催しました。

◆ テーマ 「私のふるきと歴史自慢」
東京の明治大学博栃館に、宮崎県の歴史に深くかかわるたくさんの古文準が

整笛慾呂鋸醒謎磐置発龍 類糧盤錯晨麟各鋪
が地域の歴史をしらべて、私たちに教えてくれませんか。あなたの住んでいる

ところにはどのような歴史がありますか。あなたはその歴史をどんな風に感じ

ていますか。あなたの『お、るさと歴史自慢』を待つています。

◆ 応募要項
1応 募資格  宮 崎県延岡市内の小学生・中学生、宮崎県内の高校生
2.800宇(41D字結原稿用紙2枚)程度、ワープロ原稿可
3,作品には表紙をつけて ①,イトル ②氏名(フリガナ)③所属学校名学年

を明配して下さい。
4,応募作品は自作、未発表のものに限ります。応募作品は返却しません。

応募作品の著作権は主催者に帰属します。
5提 出日 2011年9月1日 所属学校に提出

◆ 各賞

高校生 優 秀資 打名、入選 2名
中学生 優 秀賞 1名、入選 2名
小学生 優 秀賞 1名、入選 2名

ロ

施

加

実

参

■小学校の部  優 秀賞

入 選

入 選

E中 学校の部  優 秀賞

入 選

入 選

■高校生の部  優 秀賞

入 選

入 選

延岡市立北浦小学校五年 佐 藤夏紀 さん

延岡市立旭小学校六年  小 野隼弥 さん

延岡市立黒岩小学校六年 小 日原海 さん

延岡市立岡宮中学校三年 末 廣つ ぐみ さん

延岡市立恒富中学校二年 今 村晴菜 さん

延岡市立北方中学校二年 菅 原岳史 さん

宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校四年 (高校一年)沼動太朗さん

宮崎県立高城高等学校二年 柏 田大責さん

宮崎県立飯野高等学校二年 谷 口千香子さん

作文コンテストの受賞者は、10月16日(日)|こ明治大学を訪間、授賞式に出席すると共に、優秀賞獲得者の作文発表が行われる予定で曳

授賞式の模様は次回ミュージアム アイズにてご紹介します。

○博物館ニュース

「漆器JAPANWARE二 文理融合型研究から見えてきた漆の過去・現在・未来=」を開催

例年よりは4ヶ)Jばかり早い、6月18日(に)から7月3111(11)まで

の44日間にわたり本年度の特別展が日‖竹せされ、3515名の人揚者

を仲ました.理工学部応用イヒ半科の付慨打41教授による漆の科キ

分析やⅢFい 漆ヽの開発、文字罰!史宇地PL学科の阿H;方郎教授に

よる縄文時代の漆器1汗究 そして博物魚1商11古HT取こよって1950年

代後半頃から始められた漆器製品の収性と調査研究の成果公開

という、明治大学として、また、大半|,物鮒として特F_的な収覧会

となりましたここの慶ホは、「漆とは何か?Jという基本的かつ広植に

わたるテーでをコンバクトti挫示するとt うヽ欲張りな企Lllとなりました―漆の物好【としての特14使 用の始まり、世界的な漆文化

の広がり、現代にお|する淡襟利用のtFa状、次世代の工業原||としての可能性など、これまでの古英術を中心とする漆器展とは

また共なった祝す1から、漆と漆器の索顔を紹介することができました。展覧会は閉ネしましたが、その展示内容は特別展図録

にJ文録され、引き統きい物館受付で頒li中です(頒価13001可)

明治大学創立130周年言己念 明治大学 大ミュージアム月間 ス タンプラリー開催!

り1治大学には 押物llF資料館 ギャラリーなど研究成果やキ術資料の公開、教育を日的とした数多くの展示施設があり

ます 今秋、明治大学台1立1301剖年FLttFF業の開催にあわせ「明治大学 大ミュージア″、月間Jと題して各施設をめぐるスタン

ブラリーを行います ぜひこの機会に身近 t‐公開されているり1治大学の知の財庇を探究してください:各展示施設に備え付け

のオリジナルスタンプを5個以上集めると、130同年オリジナルグッズをブレどントにヽたしまi

期  間 i20H年 10月8日(上)～12月18日(日)

施  設 :明治大学博物館・大学史展示宣(明治大学博物館内)・阿久悠記念館(アカデミー

コモン地下1階)・中央図書館ギャラリー・米沢嘉博記念図書館・平和教育登戸研

究所資料館(生回キャンパス)・生回図書館Galery ZER0

グッズ引き換え場所 ●駿河台キャンパス/明 治大学博物館受付 (月～上、10:00～17t00)

●生田キャンパスイ平和教育登戸研究所資料館受付 (水～上、1000～ 16:00)

グッズ引き換え期間 :2011年10月11日(火)～12月22日 (木)※ なくなり次第終了

博物館所蔵萩原龍夫旧蔵資料を主題としたシンポジウムが本になりました

1967年から198511に明治大学文宇剤;教授を勤めた故紙原市こ大

氏の道した各種の研究資||―萩原能大|11蔵資111は2008午2月か

ら博物館で整理 日鉢化が進めら,1てきました.2009年3月から1よ、

本資|,の研究 i岳用1を目指して萩原肯じ大日蔵資料TT究会も立ち

Ltずられ、2010年10月17日にシンポブウム「村謀 容 予じ研究の現

在―萩原青ヒ夫 古 4A研究とその継本をめぐって Jが開催されました!

シンポジウムには多くの何F究者が参加し、熱い議論がかわされました!

好評を得たこのシンポジウムがこの度、rlt原能夫1日蔵資料1汗究

会布ポオl落 宮庄研究の継示と展開‖(ザ1田章院)として出版され

ました なお、萩原青せ大旧lF■資料は率P‖を終え、2011年度から仮

H録 にて閲覧公開を行っています

|十

'ブ
強L" 1` 1

や  |明治大学博物館 主催

ふるさとの歴史を調べて
明治大学に行こう !
作文ヨンテスト



赤の分析
一歴史的建造物にみる塗料の使い分け一

力Rを多 準諦Z(理 工学部専任講師)

漆は日本を代表する伝統文化であり、

縄文時代から今に至るまで数 の々美術品

や建造物が文化財に指定されている。過

去の作品を科学の日から分析することで、

その作品や道具を作った人々が「何を目

的として作ったのか?Jという事が明らかに

なることは非常に多い。私が主として漆の

分析に利用している分析手法が「熱分解

―ガスクロマトグラフィ=質 量分析Jと

いう手法である。おおよそlmg程 度の分

析試料 (サンプル)をヘリウム環境下で

500°Cに 加熱しガス化した試料を分析す

る手法である。この手法は、塗料や成形

物など硬くなってしまった試料であっても分

析が可能なため、ここ数年文化Htの分析

手法として日本国内外で利用されることが

士曽えてきている[1-3].

私がこれまでに手がけた研究の一例と

して 明治大学130周年を記念しての
・
漆

器
Ⅲ
の展示では埼玉県川日市の石神只

塚の例を紹介した。石神只塚の例でtよ

縄文時代においても、赤い漆塗りをよりき

れいに行うために赤の元となる弁柄の粒

の大きさを使い分けていた可能性が指摘

されるなど興味深t 結ヽ果が得られている。

同じ「赤Jを使った事例として、栃木県

の日光束照宮の分析事例を紹介する。日

光束lR宮は江戸時代に徳川家康を祀る

日的で建立された神社であり、本殿を始

め建物の多くは国iや 重要文化財に指

定されている。日光束照宮は建立メ1時、

幕府直皓の建物であったこともあり、建物

の改修や建て替えに際してはその子細が

記録されているcそのため、建物自体の歴

史もさることながら、技術の変遷や改修の

同期を知る事が「r能な面からも貴重な建

物である。

この日光束照宮のなかに「上神庫J

(図1)と呼ばれる赤色に塗装された建物

がある(上神庫は例祭などti用いられる

神具を保管しておくための建物である)。

今回分析に用いている上神庫の試料は、

1999年 から4年 間かけて行われた塗装

1多理に伴い出てきた、日光東照宮の元和|

倉‖建期もしくは寛永造皆期の物と思われ

る試料である。日光束F宮宮の本殿はこれ

までに度々分析が行われており、漆を用

いて塗装されていることが知られている。

一方、「倉庫に相当する上十申庫はいったい

何で赤色に塗られているのか?Jについて

分析を行うと、漆は使われているカツイン

となる成分は漆ではなく乾性油と呼ばれ

る植物油であることがわかった(図2)。乾

性油は亜麻仁油や桐油など空気中に放

置すると固まる油の総称であり、漆に混ぜ

ることでより高い光沢になる(朱合漆や塗

り立て漆と呼ばれる)ことも知られている。

し力t、 L神庫の場合には朱合漆よりも

さらに油の量が多く、油に若子の漆を混

ぜた程度の割合であった。これらのことか

ら、江戸時代の人 は々、建物の重要性に

合わせて価格の異なる塗料を使っていた

ということ力予明らかになった[4]。

これらの分析結果は科学技術の進歩

により、より少ない量の試料であっても正

確に分析を出来るようでこなったことの影響

が大きい。特に、有機物(■に、燃やしたと

きに炭や灰になる物質)分析分野の技術

革新は大きく、クロスセクション(断面)ti

応用できる分析技術なども増加している

これらの分析子法を組み合わせて解llす

ることで、当時の人 が々1可を材料とし、どの

ような工大を加え利用しているのかを明ら

かにすることが可能である。今後は、十の

技術の再現やその良さを仁かした新製品!1

の開発などが期待されている=
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図 1日 光東照宮の建物の配置一覧
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図 2上 神庫試料の分析結果

|ボ剰  「言桑藤司

←油に由来する成分

←漆 (ウルシオール)

明治大学博物館特別展「漆器」展 漆の科学的分析結果を紹介 した

日光東照宮上神庫の外観
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泉坂下遺跡の

人面付土器と再葬墓(上)

鈴 木1素 行款 財田法人ひたちなか市生活 ・文化 ・スポーツ公社)

していただくことtiなった。石棒の木成占,i

は、追llのはい他IJから拾い集めたもの

であるとにヽう,一方、弥生時代の壷形 L器

をtlLり出した地点について、菊池さんの記

憶は鮮明であつた,この時から、発掘調

査は、再探基の確認へと大きく傾き始め

ることになるぃ

3再 葬 墓 と人面付 土器

2005年 12月25日、常陸大宮市lHA史

民俗資料館において 央坂下遺llr発相

調査の事前説り1会を開いた。参加イに、

いままでの経紳、発掘調査の日的と方

法等を説明する 最後に、「人間付■器

を掘ろうJと呼びかけた=泉坂下追跡と

1司じ久慈川流批では海後遣跡、同じ常

性大宮市内ではl12珂川流域の小町天

神前追跡においても、人面付Ji器が1年

堆基から出 liしたことが知られている.し

たがって、決して有り得ないことではない

のだが、まさかと思いながらの景気付け

であり、それを兄透かされてか、参力‖者に

反応は無い.ところが、調査の初日(■ きヽ

なり、人面付上器が出 にしたのであるⅢ

4=泉 坂 下遺 跡 の人面付 土器

予言が的中したこと、それカデ初日であっ

たことtiも増して 泉llR下追跡に出現した

人面付■器の造形は意表を突くもので

あった:漠然と思い描いていたのは、海

後追llや小野天神前追跡の人面付i

器の姿であるⅢこれらは、壷形土器の||

頭部に、かなりf己号化した日耳ⅢI口のキF

品を貼り付けて顔面が構成される 顎か

ら耳に至る顔の輪す「は、隆帯と呼ば l々る

紐状の隆起だけで表現されているt剤;村i

を貼りlⅢすることは同じでも、方t班 ド遺跡

の人面付十‖やは、顎が突き出て好1がけら

み 埴輪を通想させるような工1本的な道

形なのであった:膨らみは後頭IFにも及

び、側面は械顔、古面からも後姿である

ことが窺えるぃこれには、「瓢形」と!呼ばれ

る、ヒョウタンのような形態の航形 li器を

成形する技術が応用されている 洋F分的

に赤色の顔料が付着して残り、元の顔面

は全体に赤く4られていたらしヽ ヽ

人面付 li器が||1上した li抗を第1■

墓墳と呼び、JDEl制ぇを拡張してL抗の全

体を掘り進める.土坑内には 人向付土

器を含めて41同体の壷形■器が理設さ

れていた。人而付 |ェ器の全体も排出して、

底前!までほぼ先令な状態で残されている

ことカド明らかとなった I同部がR lli長( こヽ

とも、i毎後追跡や小」「天神前追跡とは

只なっていた 頭部からl日チヘ移行する

出1線は撫で店で、全14ミとして五頭身ほど

の人体とヽ うヽ印象である 顔面を構成する

よ,li!iの表現や 長い||IHlの形態には、筑

西市女方遣1711の人山i付に搭に共通した

特徴を認める.

突は、泉坂 ド道llの人面付土器のl卜1

調;は脚「面が桁円形 その良lllが人lrliに

対hbして正面を向くので、人体を意識した

ものかとも考えていた し力t、 後に女方

遣J llの人両付■器を綱せ奈してみると、川」

部の出「山iは精111形でも、その短軸力 に山i

を向いており、人体を意i成した成形という

考えは栞却することにした ちなみに、次

ノブ遺lTの町1に突出して帖り付けられた降

帯は、 ‐見するとツ〔ひげのようで、人而11

i器 はり↓1■を共現したものとRp llさ々■てし

まうこともあるだが、泉坂 下逆跡と見比べ

てみれば、これは 突き出た顎を共現した

記号であることが容易に理解できるので

ある.

人面が付属する■器は、弥
′LHキ代の

各地で発,こされている=その中で 茨lblt

県北市Fの久と||ガb珂|lfれ域、茨城県

西部から栃木県束部にかかる/t怒川流

域は、それが大型の壷形土器ということに

特徴を指摘できる.接合してイタッじされた

泉坂下遺湖tの人面付土器は7五7cmの高

さとなった 女 方追跡の68 5cmを上回り、

現在までに知|ら,1た完形品の中では、最

も大きな人山i付土器である1しかしなによ

りも、1年井亮に埋設されていた状況の詳

細が記録されたことに、考古弓4的な価値

力ざ言!められるものとなるだろう.

● 泉坂下遺跡 人 面付土器出土状況

0泉 坂下遺跡 大 面付土器

0海 後遺跡 大 面付土器

(茨城県立歴史鵠所蔵)

0」 野ヽ天神前遺跡 人 面付土器

(茨城県立歴史館所蔵)

0女 方通跡 人 間付土器

(東京国立lg物億所蔵mageTNM mage Arcni確9

1 .人 面付 土器 の出土

2006年 1月15日、それは午後2時頓

であったと記1意するぃJ41査区の南端剤!を

1取1化ていた刀ヽ松“町博一‐さんが近付いて

きて、「人間が出ました」と耳打ちされる

兄早に向うと、調査区の壁から人面付土

器が、文字通りti顔をのぞかせていた。調

査に参加していた全員に,tfを掛ける.現

実感に乏しく浮ついた時1切に、人は一生

のうち幾度出会うことができるのだろう=カ

メラを手にして足早に戻れば、立ち尽し

あるいはしゃがみ込み、人両付土器を眺

める婆があったこffF布なは党の時間を共

ィrしていたと、いま確かにはう:

2石 棒 か ら再 葬 墓 ヘ

2005年7月1611、「本比道跡の研究J

「」行の報告会を船!した 小党追lLffという

のは、茨城県の1‖‖'大 1田市にある追Il

で、縄文時代晩対1にイi棒が製作されて

いた痕跡を求めて 2001年に発掘調合を

実施した!これも、1木日を利用してのキni

tlH査である.そのコH奇に参加した者たち

が久しぶりti集い、lll放感を酔いが助上

する|,記1意はたかでないものの 常隆大

営市にある坊tJFkド避跡の発掘調査は

この時に決意らしきものが表明されたとい

う それは、あくまでイi体製作の追及を考

えての発言であった

調査の実うよこは、|‖隆大宮市歴史民

1谷資料館に勤めるイiサト坦子さんの奔を

があった 10日も維たないうちに、地権者

の菊池米 一さんへの付】介があり、菊池さ

んに 追物を採lほした縦様を現地で説り| 0の 左側面(左)と後部(右)



よる夕1島定者のは史を後元するうえで重

要な‖Hいを投げかける この問題へのア

ブローチの一つとして、「環状ブロック辞J

「環状ユニット」あるいは「環状のユ、ラJと

呼ばれる朴具な柴i“オt観を観奈すること

|:しよう(島I11 2 0 1 1 )

1環 状 ブロック群 とは

環】末ブロック群とは文字通り、径数メー

トルのブロック(イi朴集中音け:ほぼ企ての

道跡にみられる石器製作跡)が作 1放

メートルの略円14R状に分布しているIHイi

器時代遺rTを指している:円環部の内側

あるいは外側に接してブロンクが分布する

ことも多い:他の出lFtと比べて、ブロック

問せ置の規i作1とがとても高い.環状ブロッ

ク群が最初に出i意されたのは群馬県 ド

1虫付t伏遣跡(1986年)であり、その後現

れ:まで、束日本を中心に100基前後が確

fどされてもヽる(橋本2006),そ の数は、発

掘によリナ申え続けている.ここで簡単に、

他の追跡には兄らttない環状ブロック群

の特lFkを次の3)iで示しておこう[1弾 状

に配置されているブロックの相互に石器

の接合関係が認められる頻度が高tヽ

2存 続期間が後期IH石器時代前半抑1

に快定される 3用 〕i憾製イi斧をイ‖全ぅ.

最初の特徴は、後数あるブロックが一定

の生活(滞在)丹1問にほHl■同時に形成さ

れていたことを示し、lrkに個 の々ブロックが

イエの存れを反映していれば、円環状に

イエが建ち並レミ朱落の景観を想定するこ

とができる.次の特徴は、関東,一ム最上

部の立川ローン、,4第2黒 色帯(約3万 5

千年～3万年前)に出上力引ユ|「限定され

ていることをいう つまり環状ブロック群と

いう集落景観は、はじまり(出現)とおわり

(消減)力油まっきりしているのだ=最後の特

徴は 席Hi磨製石介が環状ブロック群と

共にポ1減することを考え合わせると 環状

ブロンク祥における11業活Sllに常接ti結

びついていた石器であつたことを物語る‐

2.環 状 ブロック群 の種 類

環】太ブロック群は規i各性が高いために

ムラそのものを分類することができる.そこ

で関東 r`野に分布する37の 球状ブロッ

ク群について、次の5つ の属‖:を胡祭し

た。l14Pt状部の束西径と苗北径のヤ均

(東西 高 北平均作 :測定にはある程

度の曖味さが伴い、また 一部に推定を合

む).2ブ ロックの配置に関する緒特徴

3石 器RIf組成数「4個 別の環状ブロッ

ク群におけるプロック数.なお、ブロック

の規模(石器点数)は、便lt的に1～59点

(<60ブ ロック)、60～149点(>60ブ ロッ

ク)、150～299点 (>150ブ ロック)、300

点以上(>300ブ ロック)の 4つ に区分

する.5i要 石器の組成および技術的

特徴Ⅲこれら5つの属性を比職すること

で、37基の環状ブロック辞を1つの工家

な範田キ(グレード)に区分することができた

(図1～5).

1グ レード1(図1を小形環状ブロック

群)とグレード2(FX1 2:中形環‖大ブロック

群)の避いは、>60ブ ロンクのよW減 (前者

図4 環 状ブロック群クレード4栃 六県エ

林第 2文化同 1出居 200Ⅲ

が遺跡あたり1基rt!度、後者が2～4基

村度)という変動によって未すことができ

るt tti者にお(する>60ブ ロックは、追跡に

おける[11核的な石器製作場所であり、こ

れらの増減の評価が、両者の関係にお

いてこ要である:なお、両者は標本数の

68P。(N=25‐‐37)を !liめているので、最も

一般的な環状ブロンク杵を代表している.

2グレード8は13: ' 1 1形環1大ブロン

ク群)rょ、本本的なブロンク群の配置と

規模において、グレード2を,|典ヽしてい

るが イi器群組「文数がグレード2とよヒ岐

して'卜線'レ的に中大している 高竹度な

グレード3の 追物 分布jは、り|らかに

>150ブ ロックおよび>300ブ ロンクの存

在 すなわち相対的に累積度の| いヽ石器

製作成汁の廃至によって!Lじたと理解で

きる また 黒曜石ポ1空に特化している埼

玉県消加「キ前原遣」ll(R曜7il,293″点

1472ナ神11)、通常,数点にとどまるlnl部

磨製石介の組1成が例外的に阜tiな東京

都野水避」ll神 奈川県津久ll城跡馬

込地区逆llllなど、グレード3は、環状ブ

ロック群全体の中でも質 量双方の側面

でより集中的に石器製作へ労働力が投

Fさイlてヽヽる

!Jグレード4(ヌ141大形環】犬ブロック

rF)の特徴は 最大のブロック群内E置規

模によって示されることころが、グレード4

を構成しているブロックは、>60お よび

<60ブ ロックを主体としており、グレード2

と共通している.グレード4は、東西 南

北平均径において最大の一群であるが、

佃 の々ブロックの規模と組み合わせにお

いては、グレードlや 2と同等である.グ

レード4の 4f落景密↓および複雑で独特

なブロックrTの円狐状の面せ置は、グレー

ド123に 対する非線形的なブロック

数の打t増によって引き起こされている.

次回、1つのグレードti区分された環

状ブロック肝の相互の関係と現代人の列

島定者迪科について、述べていきたい=
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図 5後 期旧石器時代初頭の環状ブロック群の種類と成 り立ち

後期旧石器時代初頭におけする

擦状ブロック群と現代人の拡散(1)

島 田 和 高 (考占部FJ学芸員)

は じめに

本紙54■ 「学芸"「究年からJ(2010

年)に掲載したようti、1本ケUttにtよ約4

万年から3万 8千年前の1旬に明らかなヒ

トの活動痕跡(イi岳岳|千)が各地に成され、

急激に増加するようになる この現象の

背景には、遠くアフリカに起源をもつ現代

人(ホモ サピエンス)の拡散と移住の波

カド、日本チJ鳥にすけとしたことがあると考え

ら,1るてこのことは、|||!子キL(1列え|ゴ1言'11

務ヶ峰 入ヶ手)や海 L(1中i社島)にある

照曜石原14地と点tlll了iが、開発され利用

さオiること力)らう力J力「いケ‖|ること力Fできる

世界史的に兄れば後坤1同石器時代(thc

ビpper Palaeollthに)の(よじまりといって

よく■

ところで、コ!鳥に到】とした現代人は、そ

の後、どのよう1こ′li活物資を獲得し、社会

を常んでいたのか―このことは、現代人に

プロック 〉60点    21

グレード2 グレー ド3



江戸時代の裁判記録からみえてくる村の暮らし
い

ちいさがた

小県郡田中組文書より(長野県)
(『明治大学刑事博物館目録』34号 一S-1)

拘留数詳

○ 収 蔵 雲 か ら 当館コレクションの魅力をご紹介します

Hi角1巾I Jt出;切でrょ人権の中

ftに改めてメ‖均イを深めていただき

たくiに,r時代の和1」iを体系的に

展ホ ||1介していますそこで今いは

村での姓や|を超録した信州小'lt

lltri中11文 1li所収「城許‖IJをと

りあげ よ)1↑衿的な刑罰のなとそこ

にⅢl,ルとえる村の暮らしを紹介しま

す 丈洋名のIII中FHとは、上||1競

所領小けrt耶内の19ヶ村で構成

された行」女区の ‐つで、i nAH_には

「午1舟Jとよばオモる役般が置かれ、

有力,ととヽ力「その任につき落仙1の代

■と)tt=‖!方統治をⅢとっています

凹中村1文1年|まこの「有」番」を助め

た莉‖||1家には存したrtl料辞です

1姓■"||は,け i後丹!から体

木までのなや11せ録ですが 年代

多久遺跡群
一多久三年山遺跡の槍先形尖頭器一

1960(昭 千U35)年 、日本考古学脇公力斗11市tした丙北九'11格 (B類 )素材はl・長IJ片用石核から剥離した世長求J片を使用

合調査特別委!t会のもとti、明治大学 考lti十研究■によって|口  し ており根元`=はlll惟刑郎と思われる引l離痕が成さ41ていること

石器時代の多久二年山 本国原両辻y小の学術ittH査が行われ  が 多い ま材には長神1片を使用しているため、バルブ (打壇)と

ました〔そこでは、大形の愉鬼形尖頭材卜が多く出 liしてt まヽす 口子ばイlる盾がコ!片の一)』の中央に残っており、枠体両側の縁

多久遣ll‖半は、佐賀県多久市にtiドtし40ヶl折余りの道P小が  llは 平行していません 木l liも石1方は全て十スカイトで、絡独166点

あります,そのうち多久三年山道」ll〔は 点1色で被宮な安山片であ  で 出 にした,t項幣の1まとんどを!片めますt最大のものは長さ22cm、

るサスカイトがに出される鬼ノ串|11の北施にあります:九州で推仲  巾 i51cm、1享さ1 6cmです

できる主な石|オは黒曜石で 各地で,十11Ⅲされますが 十スカイトの

原産地は't州では佐賀県多

C類 ホ類は本4_形をしていますが、素材に使|11さ41ている剥頻繁に登場する博変

杵もおり常習i呼犯ヤも多く処神i許の多さからも博打が ‐部の人々

の問で1れ寸十心をおKあおっていたことがうかがえます現代でも博打

はすじ罪とされ、当‖十でも述ll、性のF思識力】あったと忠われますが、こうし

た陣打に興する去も村の'Iらしの一端といえますおらには、F裁許留J

は抽娯楽に高結した興味株い学1列をも我 に々1ムえています=
*             *

「とヶメ〃,ナて政互〃″デオ「ケ ど を工″ ′二人セ″′″斜撮Ⅲ

たとr′/′塔ッど〃まりl_/物人も狩夕発りたをセ舛を々イf/t‐工″

〃拡′″んナ」

(liヶ沢村政i郎 のフ8、r浅吉は、自宅で12人と生まってl~り(中略)

近村よりと物人が多放生メx章大な迪次であリオ↓Jど、に処する)
*             *

liケ沢村の浅キは 〕1輸りの許,「を得ずにな拓たち12人で踊狂

キを行い村ll、(村力ちと放刑)の処罰“完t)、他のな者11名は過

|十銭二貫文ずつ、十1:媒神阿ては二 十日押込(■夜の出入り通信

を禁じる刑)、若者たちの用」もの を受けています また、同年10月には

鈴 r村 で23人 ドノ朱村では32人 、海苦手村でも15人が、熊野

惟現祭りや八幡料i内での踊チ■言を理由にそれぞれ過料などの処

罰を受けています iに,f‖Ⅲ代、こうした踊征 言は作‖格1禁とされていま

したが、F裁許留!を)せる限りL田落では踊りの許‖rをとった にで行

われていたようです さらにHを通してみると、踊帆=加|えて唄を歌い、二

味線を弾きその 1と|せ大を楽しんだ記述もあります そこには、処罰を

えけると分かっていても、m品り征子の結古をしてまで本番当日を′じヽ待

ちにし計可が ドリなくても】向り合い、それを楽しみに人 が々見物に集

まるといった 村人のなと思いが鮮やかに浮かんできます

F裁許留!は作成り1時は単に裁判 処罰のiせ鉢でしかありませ

んでしたが、今では 11たのような当時の村のネらしの一端をも我々

に映し出してくれる町史||です:また、ここで勘あ|デなかった他の5冊

の「lk許留』にも、後‖tを′Lきる我 に々江戸時代の村のキらしを伝

える興味深い手例が‖!くっていることでしよう‐

(小野 孝太郎)

久市ti恨らイとます 出土資料は

棺先形尖頭 |卜186点 削器

112点、船底形石器 11点、ほ

器1点 石核 48点 、章1片およ

び砕片18.653 riで石禅辞の

主体は、格化形尖頭器の折損

ぷi未 戊辞,坤Hl“刑片などです=

Hi上した補先杉尖頂搭は A

類 Btt CttHの二つに分類さ

れています

||が椛長コ1片か微長コ|IⅢかは

り|らかではありません 総数4点とご

くわずかで 石ilガは2 riがサヌカイ

トでもう2点 が■1‖だイiですt最大

のものでも 長さ6 3cm幅 4 2cm、

序さ1 lcmと小形で、椅たとする

には異論があるとされてt まヽす‐

多久二年山辻 llの石器群

は、ほとんどがB411のばjin「調整に

よる大形の情先形尖頭器で、横

長求い|を求材としています 多久

ごとに分「,され企悧!で6冊収蔵さオlており今1呵とりあげるものは

寛政6年ヽ文化14年(1791～1817)のイ; ‖けHです―呼さ1 0cnl

近にヽこの世utは 小県部内で ドさ'1た投ヨ[町して処制対象人

物の所属川r村 名it月 11カ■始ま1)ti‖tの経やと処制が;じさ

れています その内容は多千垂多様て 十L村 の柴をけ本子に使った

者が迪|1鉄せ !て1文(常j金刑)とされた)ⅢH岳しで杵言を‖Lいて断

いだ者が二 | |千蝕の処分を1妥けた)太 取雑物六||li tAんだ

者が追放Ⅲlに処さイlたりとにヽった Jl‖十の |↑‖に起こった事件 処

罰が記録さ41ています:さらには 適H4怖|十他人の坪に関し辻村|

責任を問われ 対せらイlること)の焼格さガ1l ftち子供の罪には1し

ては親も処掛iされ 大人がす巳した罪ても||を14理する庄に ネに頭

や、五助 Hift災務のあるf[人科1などが怜十iイく行き届きで掛!せ

られ、なかには力 rの 不始木で子が叱|)とをいた1'例もあり迪

性制による処神|は挙1列数の十分近くにも及びます:

さて 放あるい‖サの中でも匁禁に位賜するのが「博変J十博打)で

す―博すrは 林1付も度 お々触イlでlrt楽と,ll辻していましたが宮かに行

われ、i裁許十1てもケ年多くのイが処い|さオtたことを伝えています

史料内で1よ■〔lr祐(いわt砂る戸結をもたない岳)を集めて行ったり、

組合 防家の迪中15人 で実まりに学打をしていたり、場所も長htガ(

車屋 術場などで行われてヽ まヽす,速度杵は、千鎖 和!合預 過||す受

五貫文逆方々沖1村ll、などの処常1を支tlましたが、中には6度もイiった

0

(A類 )共材は社長剥片Ht石核から押1朗tしたnl良コ1)iを使111  述 y小拝の中でみても多欠木卜1原造跡のものは/1iイF対称で整っ

したと思われ、た端を尖らせ棋元`=はi‖いⅢl離両を成して11に  て いるため このように1悦it神11+を多用した多久ti i々11!遺llfの恰

げており、イF枠の側辺が平行し七ったイタをしています ま||十のケじ  先 形りt頭器は特徴的です 恰先形尖頭器をはじめri器の製

端部に、l■長劇|十用石核から剰離したときにみら,1るコ1離山「の内  作 に使用する原イiは ■1性イ「やサスカイトならどイとでも加工に向くわ

担1のくばみがみら,とないため 横長却|||からlL illれれてt るヽ可  け ではありません―多久 tlill遣跡から||1上した|↑危'レ尖頂器

能性もあります イi材は全てサスカイトで、裕欺16点のうち、最大の  は 、級“で加工しやすい,〔石を用いており、多久の+11石禅時代

ものは長さ21cm、 l15 3cm、厚さ1 9cmです 人は石の性質を見抜いていたと思、われます:

多久二年山道跡|よブし州 11イitt rf究の最初坤|に本格的な

lll riが行なわれた道llの つ で、サスカイト原「l地における石器

製作ⅢLとして重要な述l llであり、大形の構先|レリt頭棒は個性

的な14格を持った資||といな す.

(11r!1裕次朗)

〔参考文献1
安希政雄 島日和高 2000 群 馬県岩宿遺跡発掘50周年記念 岩 宿発掘五十

年 一 日石器時代研究の原点と足跡―  明 治大学考古学樽物館

杉原お介 戸沢充員1安市政rA4 1983「 佐賀県多久三年山における石器時代の遺

跡」明治大学文学部研究部告1考古学第九冊 明 治大学文字部考吉学研究室

多久市史編算委員会 2000 多 久市史 1第一巻自然 原始 古代 中世 多久市

多久三年山遺跡出土槍先形尖頭器(8類 )

多久三年山遺跡の遠景



③南山大学協定通信

明治大学博物館 ・南山大学人類学博物館含同特別展

人類史への挑戦 ―者古・民族ヨレクシヨンの系譜一
2012年 1月20日 (金)～3月10日(土)入場無料  【 会場:明治大学博物館特別展示室】

り1治大学博物飾と市|1大学人打〔学い物‖】よ2009年度に「り1治大学博物館と1打

山大学人類学岸物財との交流 ,こ携に関する|わせキJを取り交わし、2010年度から

相7上の特性を活かした‖物nt交流事業を,t,‖しています=本4寺別ルtは、明治大学を

会場として高山大学力詢オ1貨する監丘な考IIi・民族誌コレクションを ■1に展示し、tl

山大学人lli学博物鯨の性力を余すところなく村1介します tl山大→4には、第二次世界

大戦後のH本考古字のチSとtにサモ献したジェラード・グロートやヨハネス マーリンガー

により成された考市コレクションをはじめ、′ヽブア ニューギニアit族IJ打イ田こより得られ

たコレクションなどが'F成されていまf ll治 人″半による発机fとその|l li品にゆかりの

ある資||も展示されます 取ホ刑間中には、「文化を保め利 という|い物対の役割をi義

論する合同シンポブウムもけ‖‖とされます

千葉県姥山貝塚t加曾利E式 士器

蘭南山大学発掘コレクション

弥生時代、古墳時代を中心とした出土品ほか

静マーリンガー コレクション

ヨーロッパ 旧石器時代の石器ほか

蹴日本考古学研究所コレクション

千葉県花輪合遺跡(縄文早期)千 葉県ニツ木貝

塚(縄文前期)千 葉県姥山貝塚 (縄文中 後期)

千葉県内出土丸木舟ほか

嫌タイ、パブア ニューギエア民族誌資料

南山大学調査団資料、アウフェンアンガー コレ

クションほか

(*写真提供 i南山大学人類学博物館)

博 晋型押ゴ!響 f壕 十ぜ鰍 隅 民 甥 遇 余増景囲 を熟岳譜 監

ここにあるlLブす;どtよ工に、↑叫の博llj館や夫術的1、|1田書院から布H沖さ'1たもので■ 内容は

もちろ′し・71こと タイトルだけでも的i白いものカリt ありま丸

例えば、共も真も、どθ)ヘージをめくっても令て河「枚 に まつわるi活で、とてもインパクトのある

河 1ヽ迎夕亡、十、■[版のようで米しい 人道ム通信 、タイトルだけ見ると一瞬びっくりしてしまう『コロ

ス (忠味と内タトは進います)など、どんな内容なんだろう?と興味をそそられるものが沢 あ り

ます この他にも、郷 11こ“おしたもの、考占学関係のものなど、さまざまな内容のものがありま曳

成念ながら これらのlLアナ芯は、OPAC等 で険索することが出来式 博物的1図書年でしか出会

えません ぜひ図書■で、お負ばこ入りの一‖|を見つけて ドさいこ

|
L

△ Ⅲlご紹介するのは当舟1のポストカードの中でも人人気の大

′ 塚初張夕[生 3分 スケッチシリーズγj 2け中です. ち1女はシ

リーズ初の縦形に白‖仙|しました桜井本FI山 iザiの 「ザi内スケッ

チで、前卜1のシリーズにはない鮮やかなビンク色が特徴です.

もう 枚 はこちらもシリーズ初のl ll外、中国キジール千仏洞のス

ケッチですcシ ックな色合いが悠久の時を感じさせてくれます3

他にもfl方古墳群や人生占141祥など、lHLれ,6和モ類が絶jt充ザこ

中です 1またミュージアムショッブでは竹月季笥jにあったディス

プレイをしております,5サ |は肥のぼりと兜、6サ1は紫1場たとカ

エル、7)1は L夕 飾り

などなどc来 て見て楽

しいミュージアムショッ

プをつくっていきます.

博物館入館者数の動き (2011年1月～6月:延べ人数)

2004年 4月 以降の総入館者数累計 428,168人

新収蔵 収蔵資料展2011

( 3 / 1 1の震災の影響により 3/12～ 14

3/ 1 8～ 4/10の 27日 間は臨時休館)

言妻ひてお美少女実験室

6 / 1 8～ 7 / 3 1
漆器 JAPANWARE一 文理融合型研究から

見えてきた漆の過去 現在 未来―
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「漆器J展 内 覧会

1-般】   特 定非営利活動法人 杉 の樹カレッジ(60名)韓 国大邸大学職員訪間団 (10名)松 戸社会見学サークル (30名)社 団法人日

本セカンドライフ協会 (13名)八千代市ち、れあい大16期OB会 (25名)株 式会社モアビートプロモーション(10名)北 多摩北地

区保護司会 東 久留米分区(25名)明 治大学校友会 市 川地域支部 (22名)佐 倉市民カレッジ11期火曜塾 (28名)東 京都

教育庁地域教育支援部生涯学習課 (40名)大 阪府高齢者大学 歴 史考古学科 (32名)天 童市女性農業者県外派遣研修団

(16名)もえぎの会 (10名)まち歩きガイドクラジ(60名)私 立大学キャンパスシステム研究会第4分科会 (30名)日本大連会

(23名)ドラマティックカンパニー(11名)NECユ ーザー会 (35名)さいたま市女性経営者クラブ(23名)

1′! 中ヽ学校】 東京都中野区立北中野中学校 (7名)三 郷市立瑞穂中学校 (5名)私 立成城中学校 第 2学年 (91名)獨 協中学校 (32名)

糸魚川中学校 (10名)

【高等学校】 福岡県立筑紫高等学校 2年 生(42名 )神 奈川県立光陵高等学校 3年 生(44名 )藤 枝順心高等学校 1年 生(15名)聖

徳学園高等学校 2年 生(87名)京 華商業高等学校(35名)国 本女子高等学校 第 e学 年(77名)東 京都立成瀬高等学校

(30名 )専 修大学付属高等学校(6名)埼 玉県立上尾高等学校 2年 生(64名)茨 追ハイスクール(60名)東 京都立竹台高等

学校(55名)和 洋九段女子高等学校(32名)東 京都立南平高等学校 2年 生(35名)

【大学 大学院 専門学校】

甲南大学法学部森永セミ(23名 )明 治大学法学部 山 本聡セミ(犯罪学)(19名 )明 治大学法学部専門演習受講生(6名)

大妻女子大学(40名 )

大須二子山古指i衝角付曽

大塚初重3分 スケッチシリーズ 第2弾

●ヽ4 つ! ●ヽ ■つど

言  呵i六々す夕本教接

ン 幾 ヽ 森



友の会分科会

「東アジアの中の古代日本研究会」

友の会の8番 日の分科会として、本年7月に「束アジアの

中の占代日本研究会」がスタートしました:まだ延iし たば

かりで湯気が立っています

十代日本が、中|工1文明や朝鮮半島との交流の中で国家

形成がされたというfL点から勉強をしようと 8人の有志が

集いました.まず千探りで研究会を作り、その中で同好の■

と話り合う機会を作ろうとスタートさせました

7月29日に第1引のrll究会を開催!まi参 加者を募る

案内を友の会の会離に出しました.7)129日 に会場の博物

館会議室に人ると、Fllめてみる顔の方が大第四|ってl・られ

驚きました.新 しい″t力F7人t合計15人からのスタートとなり

ましたt同じ志を持った1中間が このように大勢いたとは1言し

い驚きでしたt

冒頭の自己守!介をは」くと 年齢 性 別 維欧 “に座が共

なる多士済 の々人避の集まりでしたてlI究会の第1～2回は

助走期間として llll呵の小学校社会科教下|ドヽを読み 隣

IIlが自国のは兜をどのようにiど設し、H本をどのように見てい

るかを学ボことにしました

博物館案内
開館時間
10i00～ 17,00(入 館 16i30ま で)

休館日

夏季休業日(8/10～ 8/16)

冬季休業日(12/26～ 1/7)

8月 の土 日に臨時休館があります。

観覧料

常設展無料。

特別展は有料の場合があります。

図督室を利用案内

開室時間

月～± 10100～ 1630

閉室日

日曜 祝日 大学が定める休日

米図書室はどなたでもこ利用いただけます。
米蔵書は関覧 コピーのみとなりますので
ご了承ください。

/・草

初けi合わせの、第1い|の口「究会からIL席者の活発な意

兄が批Hl士 それぞれの今日までの勉強の斎積、関心の

角度には違いがありますが、管|ほせずそれぞれの見方や経

験からの意見を積llll的に述べ合い II究会終了後に
“
多く

の人の意見を聞くことが このように行2こで楽しいことだった

のか
Ⅲ
という声も出ました.研究公では多くの個性あフS、れる

意兄が聞かれ まさに歴史を被限で兄られる煮H吉らしい会

です

なお、第2同の研究会には更に3人の新い 大ヽ会者があ

り II究会はた足早 か々ら18人のメンバーで、無事lAlhを

することができました!

今後は 会議仁の中の勉強会だけではなく、i度来人の

里としてイド名を高麗神社や、関穴近辺の渡来文化の痕跡

を成している遺跡迎 等の計口,も語られています.放年たに

は、草|IHの道跡迎 も考えたいと思います。テキストの討論

から フィールドワータ そして研究者との意見交換など多夕i

的な市1動「|ド1を考えています

1友の会 分科会紹介〕
・古文書を読む会    ・ 古文書の基確を学ぶ会
・平成内藤家文書研究会 ・工芸の会
・弥生文化研究会 ・旧石器 縄文文化研究会
・草生水kそうす‐石油のこと)の会
。東アジアの中の古代日本研究会

【明治大学博物館友の会 連絡先】
〒 1018301 東 京都千イt田区ⅢⅢ田破河台 11

明治大学博物館 友 の会宛

メールアドレス rne hakutomonoka rayahoo co jp

X博 物鋼事務室に 友 の会の担当者は常駐しておりませた.

連絡は必すハ方キまたはメールてお願いします
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口交通住関
UR御茉ノ水駅(中央線)から僕歩5分

地下鉄ap茶ノ水駅(丸ノ内線)から徒歩8分

地下鉄研御索ノ水駅(千代田稼)から徒歩8分

地下鉄神保町駅(新宿凛 半蔵P弓線 三日漂)
力う徒少10分

新側奈ノ水顎IEコ
日比御

黒耀石目指してウラジオストックヘ向かう学芸員.キ虫駐除のために収蔵室へ塚ほける学芸員。借・カマ携え東京の

街へ撫り出す (銃砲刀剣登鎌のため)六尺超えのキ芸貞t FJk片をつなざ合わせるために地輪部屋 (当館で復元1'
へ旅立つ学芸員=今日も学芸!tはどこかへ向かっています

●


